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Abstract ─ Today, Information and Communication Technology (ICT) facilities, including a Wi-
Fi system, are being installed in university lecture rooms. It is expected that portable PCs will be 
replaced by tablet-type PCs to adapt to this new situation. Additionally, teaching materials, called 
digital contents, are stored in many server systems accessible through the Internet. In the graduate 
school of the Hokkaido University of Education, bidirectional remote lectures are performed daily. 
We will report the results of our activities for improvement of teaching through the use of tablet-
type PCs in this ICT situation. This is also an instruction manual for beginners who want to intro-
duce tablet-type PCs for use in their lectures.
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1．緒言

近年，大学の教室およびその周囲の ICT 環境が
劇的に変化し，それを大学教育の高度化に活用する
ことが期待されている。北海道教育大学において
も，講義室には既設の黒板とチョークに加え，PC
接続が可能なプロジェクタあるいは大型液晶ディス
プレイが常備されている。平成 25 年 1 月に行われ
た北海道教育大学内の ICT 環境に関する調査（回
答者数 153 名）によれば，ほぼ毎回の授業で PC
を活用している教員が 39.2%，プロジェクタとス
クリーンあるいは大型ディスプレイを活用している
教員は 46.4% で，15 回の講義のうちの数回のみ活
用の教員を含めると，両方ともほぼ 8 割に達して
いた。この結果より，多くの教員が授業資料を PC
上で作成し，それを投影する形で授業を進めている
ことが想像できる。

一方大学外を見ると，学生の所持する携帯電話は
ほとんどが Wi-Fi 環境に対応したスマートフォンで
あり，多くの公共施設においても Wi-Fi 環境を活
用できる状態にある。大学においてもこのような環
境が整備されつつあり，この活用を考慮することが
学習成果向上のために重要となってくる可能性があ
る。

企業の PC 環境においては，クラウドコンピュー
ティングへ移行しつつあり，主な情報はサーバに蓄
積されるようになってきている。この結果，手元の
PC に求められる性能として通信性能が重視され，
基本性能は二の次となってきている。このため，ハ
イスペック PC より手軽なタブレット型 PC の方が
普及してきている。大学においても，教育情報シス
テムの普及や，e-learning システムの導入など，授
業資料のサーバへの蓄積が進んできている。

道内の国立大学の共同プロジェクトとして，「北
海道地区国立大学の教養教育連携実施に関する協
定」が結ばれ，2014 年度より教養教育に関する授
業の大学間相互利用が開始される。北海道教育大学
は，道内に五つのキャンパスを有し，すでに教養教
育や大学院高度教職実践専攻（教職大学院）におい
て，五つのキャンパスを結んだ双方向遠隔授業シス
テムの使用実績がある。北海道大学においても，札
幌キャンパスと水産学部（函館市）の間での使用実

積があるが，他の道内国立大学においては使用経験
がない。教養教育連携実施連絡会議では 2014 年実
施に備え，該当する教員に対し研修を実施する計画
があるが，使用経験が豊富な大学においても，さら
なる活用には至っていない。

本報告では，（１）教室の Wi-Fi 環境を含めた ICT
環境の変化，（２）タブレット型 PC への移行，（３）
各種システムでの教育情報の蓄積，を考慮し，各種
サーバや外部ストレイジに蓄積された情報のタブ
レット型 PC による提示の手軽さと，提示によって
もたらされる情報共有の教育的効果について，実践
を通じて研究することを目的とした。加えて，充実
が進む ICT 環境を活用する観点から，タブレット
型 PC の初心者への活用マニュアルとすることも，
もう一つの目的とした。

上記の目的のため，５名の教員にタブレット型
PC を配布し，双方向遠隔授業を含むそれぞれの授
業において活用を試みた。教員に配布したタブレッ
ト型 PC は，Apple 社の iPad 2（以下，iPad）の
最も安価な 16GB モデルである。iPad が USB 端子
を持たないことから，無線ブロードバンドルーター
（BUFFALO 社，WHR-G301N/N）（以下，ルー
ター）を同時に配布した。また，PC プロジェクタ
との接続アダプタも用意した。

2．取り組みの状況

2.1　iPad の導入方法と利用手順

北海道教育大学においては，ICT 機器の学内
LAN 接続は許可制となっていて，申請により IP ア
ドレスが付与される。接続機器は，機器の MAC ア
ドレスで認識されるため，ルーターの MAC アドレ
スを記した申請書を提出し登録する必要がある。以
下は，申請が認められ登録が終わった後の設定手順
である。

・ネットワーク名（SSID）を新たに設定した。初
期設定はルーター本体に記載されている。初期
設定のままでも使用可能である。

・無線の認証は，初期設定で現状ではもっともセ
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キュリティーの高い設定である WPA/WPA2 
mix-PSK となっている。

・無線の暗号化も同様に，現状でもっともセキュ
リティーの高い設定のTKIP/AES mixとする。

・WPA-PSK（事前共有キー）も，新たに設定した。
初期設定はルーター本体に記載されている。初
期設定のままでも使用可能であるが，変更する
ことが望ましい。

iPad だけの使用を想定すると，BUFFALO 社，
WHR-G301N/N は 性 能 過 剰 で あ っ た。 例 え ば
Logitec 社，LAN-150N/R のような小型の機種で十
分である。後述の ToasterPro（Princeton 社）ワ
イヤレスモバイルストレイジが Wi-Fi 環境でのファ

イル共有・インターネット接続には便利であった。
北海道教育大学では，教学システムとして教育情

報システムが稼働している。このシステムには，学
生からの課題提出を受け付ける課題管理機能があ
り，iPad で課題を受け取る際には，この機能が便
利であった。ただし，当該システムにはファイルサ
イズの制限（1MB，2014 年 11 月現在 5MB まで
拡大）があるため，容量が小さくなる pdf ファイ
ルに変換させた後に提出させることとした。iPad
では PowerPoint や Word のファイルを見ることが
可能であるが，性能的に不足気味であることも pdf
ファイルとした理由である。

表 1．各種外部ストレイジの使い勝手

外部ストレイジ 使い勝手 詳　　細

DROPBOX △ iPad, PC それぞれに専用のアプリのインストール，ユーザー設定が必
要。

教育情報システ
ム

△ ファイルサイズ１MB の制限があり使いにくい。
学生に渡さない資料については利用しにくい。

Yahoo BOX ○ iPad には専用のアプリのインストールが必要。
一度パスワードを設定しておくと Yahoo BOX だけに自動的に接続さ
れる。
PC 側は，yahoo に接続してアップロードするだけ。
講義中に使用する場合には，インターネットに接続する必要がある。
学生とファイル共有するためには工夫が必要。

ToasterPro
（Princeton 社）
ワイヤレスモバ
イルストレイジ

◎ iPadには専用のアプリ（FunToasterHD）をインストールする必要あり。
Wi-Fi 機能があるので設定も必要。
設定後は ToasterPro に USB メモリ，microSD カードを差し込むだけ
で iPad でファイルを開くことができる。
学生の PC もしくはスマホからもファイルへのアクセスが可能。（イン
ターネットに接続している必要はない。）
インターネットに接続すると，無線ルーターとしても使える。

au(or WIMAX)
DATA08W
データ通信端末
（個人所有物）

× インターネットへの接続は問題なし。
データ転送は，データを保存した microSD を挿入。
DATA08W で Wi-Fi 接続。ブラウザで http://au.home に接続。
データのダウンロードが出来るファイルもあるが iPad が強制終了する
事もあった。
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2.2　iPad へのデータの転送

iPad は USB などの一般的な端子を持たないた
め，データの転送には適当なアダプタを介する他，
電子メールに添付して送る，外部ストレイジを活用
する，などの操作が必要である。本学の教育情報シ
ステムも，データの転送という操作の観点からは外
部ストレイジと考えることができる。教育情報シ
ステムを含め，現在無料で使用可能な外部ストレイ
ジなどについて，使い勝手を調査した。結果を表 1
に示す。

実際に使用した結果として，ワイヤレスモバイル
ストレイジが最も使用しやすく，それに加えて教室
内に講義時間の間だけ Wi-Fi 環境をつくれるとい
う利点もあった。上級の無線ブロードバンドルー
ターにはこの機能を有する機種もあるが，機種や製
造元で設定方法や使い勝手が異なる。今回用いた
Princeton 社製 ToasterPro は，使い勝手が良いと
いう点で推奨できる機種であった。

2.3　一般授業における各種ファイルの活用

以下に，ファイルタイプ別に，一般的な講義形式
の授業での活用の結果を述べる。なお，ここで用い
たアプリケーションはすべて無料である。

・pdf：“neu.Annoteta+” で pdf ファイルに手書
きで書き込み・書き込みの削除が出来る。電子
黒板に近い感覚で使用できるので，便利であ
る。

・Microsoft PowerPoint，Word ファイル：最新
版でも閲覧は可能。

・静止画像ファイルは問題なく閲覧可能。
・iPad，iPod touch，iPhone で撮影した動画

(.mov) は再生可能。

iPad では，プロジェクタに投影した状態でカメ
ラを起動すると，カメラの画像がプロジェクタで
投影される。明るさが必要だが，書籍等をカメラ
で写しながら説明したり，カメラで撮影した後に
ファイルを開く事で簡易スキャナーとして便利に利
用できた。なお，書籍の pdf 化には，Fujitsu 社，

ScanSnap(s1500) を用いた。このスキャナーの場
合書籍を切断する必要があるが，pdf 化の所要時間
は読み込みに1枚５秒程度，pdf化に５分程度であっ
た。

iPad の欠点として，以下のことが挙げられる。
（1）動画（wmv，flv ファイル）の再生が出来ない。
例えば，化学実験操作法動画資料集（http://www.
chem.zenkyo.h.kyoto-u.ac.jp/operation/）は，再
生できなかった。
（2）使用中に電源が切れることがある。バッテリー
が長持ちする iPad であるが，充電しながらプロジェ
クタで画面を写すことを推奨したい。バッテリーを
より長持ちさせるには，未使用時は設定を機内モー
ド（Wi-Fi を使用しない）にしておくと良い。

2.4　演習室での活用

釧路校において，研究室に無線ブロードバンド
ルーターを設置し，20m 程度離れた演習室で iPad
を使用した。時によって電波が届きにくいこともあ
り，機器の位置や向きなどを試行錯誤した。前述
のとおり，本学では登録した機器でなければ学内
LAN に接続することはできないため，ルーターそ
のものを登録し，授業場所へ持参しその部屋の情報
コンセントに差し込んで使用することを検討してい
る。

2 年次の専攻演習科目「教育心理演習１」，3 年
次以上の専攻講義科目「教育評価」，1 年次の専攻
科目「教育発達臨床入門」で使用を試みた。「教育
評価」は専攻専門科目のため少人数クラスで，演習
科目と似た状況にある。

2.4.1　検索スキルの向上

iPad は，授業時間内に各種の情報を学生と共
有できる点に有用性があると言える。授業では，
付属図書館の電子ジャーナル（EBSCOHost の
PsycINFO）の使い方の実演に使用した。学生に電
子ジャーナルの活用を推奨しても，「使ってね！」
という指示だけではイメージがわかず，活用が進ん
でいなかった。PC で実演しても画面を覗き込むの
では見にくいが，Wi-Fi 環境でのタブレットでなら



J. Higher Education and Lifelong Learning 22 (2015) 高等教育ジャーナル─高等教育と生涯学習─ 22（2015）

―5―

手軽である。実際に，CiNii から関連論文をその場
で検索して，本文の一部を pdf で紹介した。検索の
道筋を学生と共有することは，学生の検索スキルの
向上に重要である。文科省 HP にある審議会答申等
の資料の紹介に際し，Google 検索からのたどり着
き方を例示することで，授業時間外の自学習におけ
る閲覧促進も，多いに期待できた。また，統計処理
の結果等の図表の拡大が非常に便利であった。

2.4.2　クラス内での情報共有

上に紹介したのと同様に，カメラ機能を使って実
物投影機の代わりに，各自が紙に描いたコンセプト
マップをその場で紹介した。授業時間内に作成され
たプロダクトを画像で共有することによって，発展
的な授業運営が可能となった。これらの使用事例は
双方向遠隔授業への応用が可能であり，遠隔授業の
学習成果を高めるための方策に重要な示唆を与え
るものであると思われる。ただし，前述のとおり
iPad は机上で使うと照明が届きにくくて画像が暗
いため，写真に撮ってそれをプロジェクタに出した
方が見やすいと思われる。このような情報共有のた
めの機器としての有用性については，2.5 と 2.6 で
も触れる。

この他，時間限定のワークの際に TimeKeeper（無
料）を使用した。スクリーンに経過時間が大きく表
示され，指定した時間に「チーン」と鳴るので便利
であった。iPad は iPhone との接続が可能で，写
真紹介（卒業生掲載の新聞記事）に使用できた。

2.5　双方向遠隔授業での使用

本学の教職大学院における双方向遠隔授業での，
２タイプの利用形態を報告する。教職大学院の講義
は，大人数での一斉講義と少人数での事例研究の大
きく二つのタイプで構成されている。本稿では両タ
イプについて，情報共有という観点から活用事例を
報告する。

2.5.1　一斉講義の場合

北海道教育大学の教職大学院は，３つ（札幌・旭

川・釧路）のキャンパスに設置されている。一斉講
義は，双方向遠隔授業システムで３キャンパスを接
続して実施されている。大画面には，その時々の講
義の発信者（教員）の姿と講義資料および出席して
いる各キャンパスの院生の姿が映し出される。教職
大学院のカリキュラムは既存の大学院と異なり，一
斉講義の科目が多く開設されているので，双方向遠
隔授業システムは金・日を除いて毎日使用されてい
る。

個別に配布される講義資料は，レジュメ・パワー
ポイントシートなどである。これらは，事前に電子
メールやポートフォリオを通じて各回の講義担当者
が配信し，各キャンパスにおいて担当者や TA によ
り人数分印刷・配布される。学生と直接対面しての
一般の講義環境と異なり，ホワイトボードを使うと
その都度他キャンパスに発信するカメラの位置を変
えねばならないので，便宜上，パワーポイント画面
を用いて授業を行う教員は多い。このように，PC
のパワーポイントを大画面に映し出すことは，恒常
的に行われている。この環境下での iPad の活用を
試みた。
（１）資料の映像が見えにくい場合の回覧版として

講義において，未配布のパワーポイント資料を使
う場合がある。他キャンパスから発信された講義の
パワーポイント資料が大画面では文字が小さく読み
取りにくいことがあった。そのため，パワーポイン
ト資料を iPad で必要部分をタッチパネルで拡大し
て院生に提示して回った。

見やすい資料を提供するのは根源的な課題ではあ
るにしても，事前にすべての資料を配布すると講義
の運営に支障が出る場合や，読み取りにくい資料を
補足する場合に利用可能であった。
（２）話し合いの結果を大画面に映し出す手段として

教職大学院の一斉講義の多くは，2 コマ続きで設
定されている。特に 2 コマ目は 1 コマ目の講義内
容を受けて，院生間で討論し発表する時間として用
いられることが多い。

グループ討論の結果を院生が走り書きしたものを
iPad カメラで撮影，グループ討論の発表の際に必
要に応じて一部拡大しながら大画面に映し出した。
資料提示装置も同様の役割をするが，焦点を合わせ
たり拡大したりするのに手間取ることがある。その
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点，iPad は手軽でかつ小さい文字の資料もタッチ
パネルで簡単に拡大できるので便利であった。ただ
し，iPad の外側を映すカメラは画素数が少なく映
像があらくなる。ICT として活用するのであれば，
カメラの性能は良いものが望まれる。

講義期間の中間で課したレポートのいくつかを学
生に示すときにも利用した。レポートを iPad にダ
ウンロードし，ところどころ拡大しながら示した。
ノートパソコンで同様の機能をもつものも多いが，
本大学院で授業者用のノートパソコンはこの種のも
のではなかったので重宝した。
（３）アプリを利用して

講義中の学生へのアナウンスに，iPad 用アプリ
「リアル黒板 HD」（無料）を利用した。このアプ
リは板書するように文字も絵等も書くことができ
る。記入する感覚が黒板のそれに似ており，本大学
院の環境下では珍しい一コマとなった。

講義担当者が講義室内を移動してホワイトボート
前に立つと，その都度講義者を映すカメラも移動し
なければならない。その点，手元の端末で記載した
ものを大画面に映すのは手軽で効果的であった。

2.5.2　少人数ゼミ（事例研究）で報告資料を確認
するために

少人数での事例研究（演習）で，学生から教育実
習での授業実践の様子が報告される際，板書（カ
ラー）の写真が白黒のプリンターで印刷されていた
ために読み取りにくいことがあった。そこで，メー
ル添付で送信を要請し，iPad の画面にビューアー
を用いて提示しながら報告させた。カラーのままで
3 クラス分を簡単に比較でき，必要部分を一部拡大
しながら検討ができるという効果があった。

一般教室での講義や演習室での活用においても，
講義の中で課題を解かせ，解答を iPad で撮影し，
プロジェクタで投影することで，解答や考え方を講
義の中で共有できるとの指摘があった。

なお，ゼミの内容とは直接関係ないが，備え付け
のアプリ「マップ」も便利だった。授業実習や他校
の授業見学に行く際に，演習中に手軽に開いて学生
と待ち合わせ場所や移動のための所要時間などを確
認するのに活用した。

2.6　実技系での活用，授業の記録と情報共有

北海道教育大学は，国立大学法人には数少ない，
芸術系・体育系の課程（平成 26 年度に学科に改組）
を有している大学である。美術系の授業では，実際
に学生が作成した作品を授業の題材とすることが多
くある。学生が授業課題として作成したデジタル作
品をファイルとして集め，全員での公表の場に活用
した。実際の手順は次の通りである。

外部ストレイジとして，ドロップボックスを用意
した。ドロップボックスはオンラインストレイジ
サービスで，ネットの接続した複数のコンピュータ
やスマートフォンとの間でデータの共有が可能であ
る。先ず，学生たちがそれぞれ作成したデジタル作
品をドロップボックスに入れた。ドロップボックス
の他に，Google ドライブの使用も試みた。ドロッ
プボックスに入った作品を回収し，講評時にスク
リーンに表示した。ノート PC でも同様のことが可
能ではなるが，身軽感という部分では快適である。

手仕事の作品制作の場合に，デジタルビデオカメ
ラとして使用し，記録を取ることが可能であった。
これもまた，デジタルビデオでできることではあ
る。しかしこの場合も，身軽感と複数の機器使用に
よる混乱を回避するという理由で，iPad の使用は
有効であった。このように，iPad の一番の利点は，
機動性の良さだと思われる。

授業では，学生が作品を制作するにあたってのエ
スキース（アイデアスケッチ）の段階で，全員でそ
れぞれの作ったものを閲覧することに用いた。作品
の制作途中をチェックする場合，マンツーマン指導
となりがちだが，アイデアスケッチをスクリーンに
映すことにより，その形に至った考えと形を皆で共
有し，各々がまた自分のアイデアを再考する機会と
できる。この作業の教育効果は，多様な意見をもら
いながら自分のアイデアを再考できるという理由
で，非常に高いと考えている。

デジタルで作品を作る場合も，アイデアの段階は
走り書きのメモであったり，スケッチブックに鉛筆
で描いたエスキースであったりする。それらを 30
人規模で共有するのは難しく，グループ分けして少
人数体制とするか，あるいはスキャナーで取り込み
それをノート PC で投影することとなるため，タブ
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レット以前であれば同様のことをする場合，準備に
少々時間をさく事となった。タブレットを使用する
ことにより，カメラ起動で撮影，場合によっては明
度調整をその場で行い，スクリーンにそのまま映し
出すことにより，スケッチブックを持って来てすぐ
プレゼンということが可能となった。実物投影機で
も同様のことが可能ではあるが，撮影したものがそ
のままデータ化されるので，作品完成後にエスキー
スとまとめてファイルにすることができる。これ
は，一人一人，どのような変遷を辿ってその作品に
行きついたかという，学生側にも教員側にとっても
大事な資料となる。このような資料を残すことがで
きることは，タブレットを使うもう一つの大きな利
点である

授業で取り溜めた学生の作品を，別の会議で他の
教員の方にすぐに見せることができ，そこからまた
新しい教材のアイデアをラフな形で話し合えると
いった，仰々しくならずに皆で回し見しながら次の
発想へと繋ぐということが，タブレットではより簡
単に行うことができた。

2.7　今後の可能性

2.7.1　iPad ユーザーが抱える問題として

講義を提供する側の，授業の素材を作成する立場
として，いくつか気になったことを述べたい。

PC を利用するようになって 20 年以上経過して
いるが，初期の段階で Apple 社の PC を数年利用
したことはあるものの，Windows PC を主に利用
してきている。それ故か，タブレットの入力操作に
慣れるのには相当な時間を要した。加えてインター
ネットに接続できる環境でなければ iPad の利用に
は限界がある。研究室と講義室では利用できるが，
移動途中や Wi-Fi 環境の用意がない場所では非常に
利用しにくかった。

加えて，Windows ユーザーとしては，ビューアー
を利用してパワーポイントシート等を提示するだけ
ではなく，iPad 上で編集でき，かつ Windows と
互換性が高いアプリがあると便利である。iPad 上
で作成・編集できる Quick Office Pro HD（有料）
を数か月利用したが，OS のアップデート以降使用

不能となり，アプリのアップデートも終了した。代
用の無料アプリ Quick Office が誕生するも使用不
能状態が数週間続いた。その間，ネット接続下限定
で動く Sky Drive で代用したが使用方法の会得に
時間がかかった。Quick Office も注記が反映され
ない場合や文字の大きさや改行位置が著しく変わる
など万全ではない。このように，Windows ユーザー
からみて，iPad アプリの互換性に Apple 社製品は
課題が多い。

2.7.2　ICT としての有効利用の道

今まで述べてきた各種の試みは，従来のノート
PC や資料提示装置と原理的に大きく異なるもので
はなく，決して目新しい取組みではない。今回試行
的に利用したタブレット型 PC 利用の良さは，一言
でいうと簡便さにある。場所を取らず，移動しやす
く，カメラも内蔵され，従来ある大きな複数の端末
の機能がタブレット一枚に備えられているゆえのこ
とである。

しかし，同時に，ユーザーの能力ゆえか，この端
末の高性能さが必ずしも生かされていないことにも
気づかされる。現在，教職大学院の院生には全員に
PC が貸与され，講義中のメモや終了後の振り返り
シートをポートフォリオにアップするなど，恒常的
に利用されている。将来的には学生用にタブレット
型 PC を配布し，いわゆる「モバイルラーニング」
として，より高次な取り組みの可能性もあるかもし
れない注。

教職大学院に限らず，無線 LAN や Wi-Fi 環境な
どの設備が整った教室であれば，You Tube の動画
（細胞分裂の様子など）を活用することができ，講
義の内容をよりわかりやすく示すことができる。上
に述べたように iPad でなければ不可能という訳で
はないが，活用において手軽さや簡便さは重要な要
素である。ICT としての有効利用には，情報インフ
ラの整備が欠かせない。

2.7.3　ストレイジとしての活用について

芸術系の授業において，作品の個人制作の過程は
前述のような形で残せるのだが，今後は複数のタブ
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レット，つまり学生側もタブレットを持った場合の
活用を考える必要がある。

作品制作の際，個人制作もあれば，グループ制作
もある。グループ制作の際の，ミーティング補助教
材としての活用の可能性が多いにあると考えてい
る。例えば，教室の一つの大きなスクリーンの映像
をそれぞれのタブレットにも映し出し，そこにアイ
デアスケッチを書き込み追加し，それを共有画面つ
まりホワイトボードに映して共有していく使い方
を，試みる必要が今後あると考える。普段学生たち
のグループ制作する際のミーティングを観察する
と，ホワイトボードを使うことにより，話し合いが
より活性化されている現状がある。いたずらがきで
きるほどの自由さが，より発想を広げることとなっ
ていることから，今後その可能性を検討してみたい。

ネットワーク越しで共有画面上での作業ではある
が，目の前にいる人たちと会話しながら書き込むこ
とにより，親密感と安心感から多くのアイデアが構
築されていくのではないかと想像する。ホワイト
ボードとの違いは，デジタルで行なうことで，その
途中をデータとして残すこと可能であることであ
る。データを残す，ログを残すということにより，
変遷を分析解析し，傾向を掴むことにより，新たな
角度を探す手だてともなる。

ホワイトボード上の記録の共有により議論が深ま
る現象は，アクティブ・ラーニングの一つの形式で
あるグループディスカッションで良く見られる。実
技系科目は元来アクティブ・ラーニングの要素が強
いこともあって，上のような使用法により授業の教
育成果はさらに高まると考えられる。

今回は，複数のタブレットということは出来ては
いないが，一つタブレットを使うことにより，少な
くとも学生一人一人の変遷の記録は残しやすく，一
人の中のデータ分析資料の蓄積化には一役をかった
こととなった。学生もタブレットを持った場合，上
のような教育成果をより高めることが可能であり，
さらに自由な発想による活用も期待できると思われ
る。

3．まとめに代えて

今回，大学内の 5 名の教員に iPad を配布し，導
入から活用に関わりノウハウや問題点をレポートし
た。この過程で，インターネットの各所，各種サー
バ，外部ストレイジなどネットワークのあちこちに
置かれた多様な教育教材を，学内 LAN や Wi-Fi 環
境を活用して気軽に活用できることが分かった。そ
れら教育教材へ至る道筋を共有することにより，学
生の検索スキルが向上することも大いに期待でき
た。外部ストレイジの活用は，その場で撮影した画
像データや授業資料の蓄積や共有に大きな効果があ
り，教育効果向上に多大な寄与があることが明らか
となった。

個人的な営みであった学習活動が，討論などを通
じた集団の活動に変化しつつある今日，議論の材料
や結果，およびそれらの変遷の様子を集団の中で共
有することは重要である。このような学習活動の変
容に対処する手法として，ICT 環境の活用があると
言える。今回の取り組みの事例に関し，タブレット
型 PC が講義を変えたというよりは，こうしたいと
いう場面で便利に，また軽快に使えたということが
言える。ICT 環境が充実すれば，新しいスタイルの
授業が展開できるというものではなく，過大な期待
はすべきではない。しかし，変容する学習活動をサ
ポートするツールとしては，大きな可能性を持って
いると言えるのではないだろうか。

注

例えば，アマルゴン編『iTunes U と大学教育 
Apple は教育をどのように変えるのか？』BNN 新
社，2012 では，学生にも iPad を配布し，講義の
教材なども iBooks Author などで作成・配布する
試みが提案されている。普及可能か否かは現時点で
は判断できないが，iPad 本来の高性能さを生かし
て利用する一つの有効な方法だと考えられる。


